
　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志に
よって社会に参画する機会が確保され、共に責任を担
うべき男女共同参画社会の実現を目指します。

　家庭、学校、地域などの子どもを取り巻く環境が、子
どもの健やかな成長、発達を図っていくものとなるよ
う、総合的な施策の推進を図り、
次世代を担う子どもが健やかに
育つ社会づくりを目指します。

　高齢者が、住み慣れた家庭や地域で安心して自立
した生活を送るとともに、長年培ってきた知識・経験を
生かし、高齢社会を支える重要な一員として社会活動
に積極的に参加するなど、
高齢者が尊重される社会
の実現を目指します。

　同和問題を人権問題の重要な柱と捉え、この問題
の実態や固有の経緯等を十分に認識しつつ、教育・啓
発を進めます。

　障害者のライフステージのすべての段階において
全人間的復権を目指すリハビリテーションの理念と、
障害のある人も障害のない人と同じように活動でき
る社会を目指すノーマライゼーショ
ンの理念の下に、障害者の完全参加
と平等を目指します。

 

 

　愛知県では、人権が尊重され、差別や偏見のない郷土愛知の実現を目指して、「人権教育・
啓発に関する愛知県行動計画」を策定し人権教育・啓発を推進しています。この計画では、女
性、子ども、高齢者、障害者、同和問題、外国人、ＨＩＶ感染者等を人権の重要課題として、県が取
組べき施策の方向性を定めています。
　ここでは、人権に関する重要課題を紹介いたします。
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●男女共同参画社会の促進
●ドメスティック・バイオレンス
●セクシャル・ハラスメント
　　　　　　　　

●いじめ
●児童虐待

　県民の国際理解を促進し、異なる文化や考え方を
持つ人々との共生を目指します。

　アイヌの人 、々犯罪被害者、刑を終えて出所した人
、々同性愛者、婚外子、ホームレスなど、様々な人権問
題への対応も必要です。

 

　エイズ、ハンセン病について、正しい知識の普及啓
発活動を促進し、差別・偏見の解消に努めます。

 

●障害者に対する誤解、偏見
●各種のバリア

●高齢者虐待
●高齢者に
　やさしい
　まちづくり

●結婚差別
●就職差別
●えせ同和行為の排除

●外国人に対する無理解
　差別、偏見
●外国人が暮らしやすい
　環境の整備

①国際人権規約　   ②世界人権宣言　   ③人種差別撤廃条約

（ （物理的、制度的、
心理的なバリア
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